
片野 孫一さん
春の叙勲で『瑞宝単光章』を受章
　今年度の春の叙勲において、肝付町消防団を長年にわた
り支えてきた片野 孫一さんが、『瑞宝単光章』を受章され
たのを受けて、7月 6日に町長へ表敬訪問されました。
　片野さんは、昭和 52年に旧高山町消防団に入団されて
以来、47 年にわたり、地域防災の要としてご活躍され、
平成 21年から 16年間は川上分団副分団長として重責を
担ってこられました。
　これまでの粉骨砕身のご尽力に、深く感謝申し上げます。

渡口 康平さん　若手優秀技術者として
国土交通行政功労表彰を受賞
　国土交通行政の推進に、大きく貢献した若手技術者とし
て渡口 康平さん（株式会社 丸建技術）が九州地方整備局
長から表彰を受けました。
　渡口さんは測量部門において、ドローンなどを活用した
最新鋭の測量法で、業務効率化した事が評価されました。
従来であれば 2週間歩いて測量していた作業が、ドローン
を飛ばす事で２日に短縮できる、これまでとは全く異なる
業務スタイルを確立しました。
　渡口さんは、「測量の精密性も向上し、災害時でも安心
して調査できる様になりました。ドローンは自分の趣味の
様なもので、仕事が楽しいです」と話されました。
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　７月 26日、鹿屋市霧島ヶ丘公園にて肝属支部消防操法
大会が開催されました。
　肝付町からは、小型ポンプの部に東部分団、ポンプ車の
部に南方分団が町の代表として出場し、猛暑の中でも機敏
な動作で部隊としての連携の高さを披露しました。
　競技の結果、小型ポンプの部で東部分団は２位、ポンプ
車の部で南方分団は５位でした。
　また、個人を表彰する技能賞には、東部分団の鶴田 陽
三さん（小型ポンプの部：指揮者）が選ばれました。
　出場された団員の皆さん、お疲れ様でした。

肝付町消防団（東部分団・南方分団）が奮闘　肝属支部消防操法大会　　
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まだまだ現役 90歳　岸良ミニバレー同好会
　岸良ミニバレー同好会は現在 11人で活動しており、岸良学
園で毎週 2回、健康づくりのためにソフトバレーボールをプ
レイしています。メンバーの皆さんは全員 70歳以上とお聞き
しましたが、軽快な動きで 21点マッチを休憩なしで繰り返す
元気さに取材した担当者は圧倒されました。
　最年長は 90歳の戸柱 紀子さん。40年以上活動に参加して
いるそうで、「みんなで集まって笑ったり、楽しくできるから
続けられる」と笑顔で話していただきました。この日もコート
に立ち、サーブの順番が回ってくると力強いボールを相手コー
トに打ち込む姿を披露していただきました。

３つの小学校が交流　どろんこ遊び大会
　７月 19日、高山小学校保護者の会主催による「交流どろん
こ遊び大会」が開催されました。今回、波野小学校と宮富小学
校の児童を招待した事で、高山小学校と合わせて３つの小学校
が交流する機会となりました。
　子どもたちは田んぼの中を元気に駆け回り、「ビーチフラッ
グ」ならぬ「田んぼフラッグ」では、フラッグめがけて勢いよ
く田んぼに飛び込んで、泥だらけになる事を楽しんでいました。

町教育委員会　㈱ TBSホールディングスと
の「教育に関する連携協定」を締結
　７月29日、肝付町教育委員会は株式会社TBSホールディ
ングスとの「教育に関する連携協定」を締結しました。
　町教育委員会は、教育ＤＸの一環として「教科書」と「世
の中のニュース」を教育専門のAI で結び付ける事で、「今
習っている事が、社会のニュースにどう関連しているのか」
を知り、児童生徒の学習意欲向上に繋がるシステムを目指
しています。昨年 12月から同社と「実社会に紐づく学び
による学習意欲や主体的・対話的で深い学びの実現」をテー
マに実証実験を行っており、今回の協定締結によって、更
なる事業の推進が期待されます。
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